
  

１．平成23年12月期第２四半期の連結業績（平成23年１月１日～平成23年６月30日） 

  

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。  
  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

  

  

３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日） 

  

  

平成23年12月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

        平成23年８月10日
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四半期決算補足説明資料作成の有無： 有       

四半期決算説明会開催の有無      ： 有   （機関投資家向け）     

  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年12月期第２四半期  912  27.8  △106  －  △76  －  △49  －

22年12月期第２四半期  713  △60.4  △152  －  △105  －  △75  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年12月期第２四半期  △32.15  －

22年12月期第２四半期  △49.24  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年12月期第２四半期  5,501  4,839  88.0  3,143.58

22年12月期  5,739  4,944  86.2  3,212.21

（参考）自己資本 23年12月期第２四半期 4,839百万円 22年12月期 4,944百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年12月期  － 0.00 － 25.00  25.00

23年12月期  － 0.00       

23年12月期（予想）     － 25.00  25.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無： 無

  （％表示は、対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期  2,207  3.8  116  310.0  148  54.7  99  223.3  64.66

（注）当四半期における業績予想の修正有無： 無



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．３「その他の情報」をご覧ください。） 

新規      ―社  （社名）                       、除外      ―社  （社名） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点に

おいて、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続は完了しております。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであります。実際の業績は、今後、

様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。なお、業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた

っての注意事項等については、（添付資料）３ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

  

（１）当四半期中における重要な子会社の異動  ：無   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う変更： 有  

②  ①以外の変更              ： 無  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年12月期２Ｑ 1,539,600株 22年12月期 1,539,600株

②  期末自己株式数 23年12月期２Ｑ 232株 22年12月期 164株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期２Ｑ 1,539,412株 22年12月期２Ｑ 1,539,589株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生いたしました東日本大震災から企業

活動は正常化に向かいつつあるものの、依然として震災の余波が残るなか、世界的には欧州の信用不安に端を発す

る景気の減速懸念も広がっており、先行きに不透明感を残す状況となっております。 

 当社グループの関連市場である路線バス業界の動向は、バス事業者の設備投資が抑えられる傾向ではあるもの 

の、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う運賃箱の改修及び代替需要等を中心に推移しました。 

 このような状況のもとで当社グループは、地方における非接触ＩＣカードシステム導入に伴う設備投資案件の取

り込みを行うだけでなく、「バス統合管理システム」の拡販を推進し、積極的な営業活動により当社製品のシェア

拡大に努めてまいりました。 

 しかしながら、地方のバス事業者において設備投資計画が延期・縮小基調で推移したことにより、業績は低調に

推移いたしました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 千円（前年同四半期比 ％増）、営業損失は

千円（前年同四半期は 千円の営業損失）、経常損失は 千円（前年同四半期は 千円の

経常損失）、四半期純損失は 千円（前年同四半期は 千円の四半期純損失）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況  

  当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べて 千円減少し、 千円とな

りました。これは主に、受取手形及び売掛金が 千円減少したことによるものであります。  

  当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べて 千円減少し、 千円とな

りました。これは主に、投資有価証券が 千円減少したことによるものであります。  

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べて 千円減少し、 千円となり

ました。これは主に、支払手形及び買掛金が 千円減少したことによるものであります。  

 当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末に比べて 千円減少し、 千円となりま

した。これは主に、役員退任に伴い役員退職慰労引当金が 千円減少したことによるものであります。    

 純資産は、前連結会計年度末に比べて 千円減少し、 千円となりました。これは主に、配当金の

支払い 千円及び四半期純損失 千円を計上したことによるものであります。  

  

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同四半期末と比

べ 千円減少し、 千円となりました。  

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は 千円（前年同四半期は 千円の収入）となりました。これは主に、

売上債権の減少 千円等により資金が増加いたしましたが、仕入債務の減少 千円等の影響により、

千円の増加となっております。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果得られた資金は 千円（前年同四半期は 千円の支出）となりました。これは主に、定

期預金の払戻による収入 千円等により資金が増加いたしましたが、定期預金の預入による支出 千円

等の影響により、 千円の増加となっております。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動に使用した資金は 千円（前年同四半期は 千円の支出）となりました。これは主に、配当金

の支払い 千円の影響であります。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

912,049 27.8

106,686 152,029 76,220 105,107

49,495 75,804

198,772 3,778,264

267,041

38,657 1,723,458

28,343

129,960 394,549

131,120

1,612 268,046

9,336

105,857 4,839,127

37,786 49,495

124,296 2,728,226

168,735 742,058

267,041 131,120

168,735

18,211 85,148

248,000 245,000

18,211

37,844 55,530

37,786
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループの関連市場である路線バス業界においては、首都圏で本格運用が開始されました非接触ＩＣ乗車券

の相互利用サービスが、順次地方に波及する動きが見られます。これに伴って、地方主要都市の各路線バス事業者

において非接触ＩＣカードシステムの導入に伴う設備投資が見込まれております。しかしながら、政権交代に伴う

バス事業者向け補助金の削減や、昨今の企業収益の悪化、輸送人員数の低迷に伴って設備投資の抑制も懸念されて

おり、路線バス業界を取り巻く環境としては今後とも厳しい状況が予想されます。 

 当社グループにおいては、バス事業者の省力化、合理化に資する製品であるバス統合管理システムの拡販に積極

的に取り組むとともに、売上原価率の低減及び販売費及び一般管理費の削減に努め、利益率の向上を目指してまい

ります。 

 なお、平成23年３月11日に発生しました東日本大震災による当社グループの業績に及ぼす影響は、軽微に止まる

見込みでありますが、開示すべき事項が生じた場合は、速やかにお知らせいたします。  

 以上の考えに基づき、現時点での平成23年12月期の業績見通しにつきましては、平成23年２月14日に決算短信で

公表した内容から変更ありません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定 

 一般債権の貸倒見積高の算定については、前連結会計年度において算定した貸倒繰入率を使用して一般債権

の貸倒見積高を算定しております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法  

 固定資産の減価償却費の算定方法は、当連結会計年度の予算に基づく年間償却予定額を期間按分し、期中の

取得、売却又は除却の実績を調整する方法により算定しております。   

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

なお、これによる損益に与える影響はありません。 

②表示方法の変更  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

      

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,542,131 1,498,404

受取手形及び売掛金 301,840 568,882

有価証券 1,621,095 1,518,719

商品及び製品 939 1,388

仕掛品 110,301 175,353

原材料及び貯蔵品 145,830 144,039

繰延税金資産 45,540 21,575

未収還付法人税等 － 22,397

その他 12,985 30,776

貸倒引当金 △2,400 △4,500

流動資産合計 3,778,264 3,977,037

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 172,385 178,337

機械装置及び運搬具（純額） 7,440 9,227

土地 238,226 238,226

その他（純額） 37,281 40,417

有形固定資産合計 455,335 466,209

無形固定資産   

その他 29,141 36,647

無形固定資産合計 29,141 36,647

投資その他の資産   

投資有価証券 928,244 956,588

繰延税金資産 44,485 30,437

その他 288,264 294,244

貸倒引当金 △22,012 △22,012

投資その他の資産合計 1,238,982 1,259,258

固定資産合計 1,723,458 1,762,115

資産合計 5,501,723 5,739,153
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 156,710 287,830

短期借入金 120,000 120,000

未払法人税等 552 －

賞与引当金 22,075 24,134

製品保証引当金 29,964 26,385

その他 65,247 66,159

流動負債合計 394,549 524,509

固定負債   

退職給付引当金 137,082 129,358

役員退職慰労引当金 130,843 140,180

その他 120 120

固定負債合計 268,046 269,658

負債合計 662,595 794,168

純資産の部   

株主資本   

資本金 319,250 319,250

資本剰余金 299,250 299,250

利益剰余金 4,195,290 4,283,271

自己株式 △220 △164

株主資本合計 4,813,569 4,901,607

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 25,557 43,377

評価・換算差額等合計 25,557 43,377

純資産合計 4,839,127 4,944,984

負債純資産合計 5,501,723 5,739,153
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

売上高 713,430 912,049

売上原価 552,417 711,648

売上総利益 161,012 200,401

販売費及び一般管理費 313,041 307,087

営業損失（△） △152,029 △106,686

営業外収益   

受取利息 7,813 8,217

受取配当金 1,914 2,812

受取保険料 13,993 18,728

匿名組合投資利益 6,870 －

助成金収入 10,647 2,000

その他 7,569 2,496

営業外収益合計 48,809 34,254

営業外費用   

支払利息 801 744

売上割引 918 1,675

リース解約損 － 1,200

その他 168 168

営業外費用合計 1,888 3,787

経常損失（△） △105,107 △76,220

特別利益   

固定資産売却益 － 200

貸倒引当金戻入額 5,400 2,100

特別利益合計 5,400 2,300

特別損失   

固定資産売却損 － 145

固定資産除却損 42 128

投資有価証券売却損 185 －

特別損失合計 228 274

税金等調整前四半期純損失（△） △99,936 △74,194

法人税、住民税及び事業税 1,058 1,432

法人税等調整額 △25,189 △26,131

法人税等合計 △24,131 △24,699

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △49,495

少数株主利益 － －

四半期純損失（△） △75,804 △49,495
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △99,936 △74,194

減価償却費 31,982 27,049

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,400 △2,100

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,643 △2,059

製品保証引当金の増減額（△は減少） △4,414 3,579

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,439 7,724

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △135,714 △9,336

受取利息及び受取配当金 △9,728 △11,029

支払利息 801 744

受取保険料 △13,993 △18,728

投資有価証券売却損益（△は益） 185 －

匿名組合投資損益（△は益） △6,870 －

固定資産売却損益（△は益） － △54

固定資産除却損 42 128

その他 － 1

売上債権の増減額（△は増加） 682,273 267,041

たな卸資産の増減額（△は増加） △88,234 63,710

仕入債務の増減額（△は減少） △135,425 △131,120

その他の資産の増減額（△は増加） △9,376 15,662

その他の負債の増減額（△は減少） 376,895 △2,188

小計 592,169 134,829

利息及び配当金の受取額 9,989 11,023

利息の支払額 △788 △644

法人税等の支払額 △2,881 △1,496

法人税等の還付額 143,568 25,023

営業活動によるキャッシュ・フロー 742,058 168,735

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △445,000 △245,000

定期預金の払戻による収入 48,000 248,000

有価証券の増減額（△は増加） 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △13,664 △9,060

無形固定資産の取得による支出 △7,193 －

有形固定資産の売却による収入 － 682

投資有価証券の取得による支出 △76,109 △1,356

投資有価証券の売却による収入 98,800 －

出資金の回収による収入 13,273 －

その他の支出 △7,498 △6,801

その他の収入 104,243 31,747

投資活動によるキャッシュ・フロー △85,148 18,211
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △104 △57

配当金の支払額 △55,425 △37,786

財務活動によるキャッシュ・フロー △55,530 △37,844

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 601,379 149,103

現金及び現金同等物の期首残高 2,251,144 2,579,123

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,852,523 2,728,226
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 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製

造販売を行っており、単一セグメントでありますので事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。  

  

〔海外売上高〕 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

   

〔セグメント情報〕 

当第２四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年６月30日） 

 当社グループは、路線バス、鉄道関連のワンマン機器の専門メーカーとして、運賃箱、カード関連機器等の製

造販売を行っており、単一セグメントであるため記載を省略しております。    

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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